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Ｓ
Ｏ
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２
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作
権
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三
十
条
の
四
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
八
幡
愛
君
提
出
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
２
と
著
作
権
法
第
三
十
条
の
四
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
オ
プ
ト
イ
ン
方
式
」
に
つ
い
て
、
「
平
将
明
デ
ジ
タ
ル
大
臣
が
令
和
七
年
十
月
七
日
の
記
者
会
見
で
言
及
し

た
」
と
い
う
事
実
は
な
く
、
当
該
事
実
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
先
の
答
弁
書
（
令
和
七
年
十
一
月
七
日
内
閣
衆
質
二
一
九
第
一
九
号
）

六
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
「
内
閣
府
で
は
、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
条
に
規
定
す

る
所
掌
事
務
に
基
づ
き
、
人
工
知
能
関
連
技
術
を
活
用
す
る
事
業
者
の
状
況
を
踏
ま
え
、
知
的
財
産
権
に
対
す
る
懸
念
の
声

に
配
意
し
つ
つ
適
切
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
」
で
あ
り
、
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ
社
に
対
し
て
は
、
令
和
七
年
十
月
十
日
の
記
者

会
見
に
お
い
て
、
城
内
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
が
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
「
知
的
財
産
戦
略
推
進
事
務
局
か
ら
、
・
・
・
著

作
権
侵
害
と
な
る
行
為
を
行
わ
な
い
よ
う
、
・
・
・
要
請
」
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
人
工
知
能
関
連
技
術
の
研
究
開
発
及
び
活
用
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
令
和
七
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
三
条
は
、
「
人
工
知
能
関
連
技
術
の
研
究
開
発
及
び
活
用
の
推
進
」
に
関
す
る
基
本
理

念
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
同
法
第
十
六
条
は
、
国
の
基
本
的
施
策
と
し
て
、
「
人
工
知
能
関
連
技
術
の
研
究
開
発

及
び
活
用
の
推
進
に
資
す
る
調
査
及
び
研
究
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
・
・
・
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
」
こ
と
を

定
め
た
も
の
で
あ
る
。 


